








腎疾患の食事療法の規準としては,日本腎臓病学会栄養委員会案を始めとするいくつかの

規準があり,これらを参考に各病院・医院で栄養管理・指導が行われているのが現状である。

小児期は,成長発育という特異な現象を有すること,および薬剤(ステロイト“ホルモンな

ど)の副作用を最少限度に抑える必要性より,腎疾患に対する食事療法も年令,疾患(病態),

病期により成人に比し,より細かな配慮がなされる必要があろうと思われる。 


